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薬剤師の立場から

(有)キムラ薬局 中島 美紀
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演題名：地域緩和ケア連携調整員フォーラム

所属：(有)キムラ薬局

別府市薬剤師会

名前： 中島美紀

本演題に関連して、筆頭演者に開示すべき経済的利益相反はご
ざいません。

学術的利益相反事項：日本プライマリケア連合学会利益相反委員会委員
日本緩和医療薬学会 教育研修委員会 麻薬教育担当委員
日本癌治療学会 がん診療連携・がん医療ネットワークナビゲーター委員会 委員
日本臨床腫瘍薬学会 会員委員会委員



自己紹介

• 2001年 東京都立大学 法学部法律学科中退

• 2011年 福岡大学薬学部医療薬学科卒業

• 2012年 キムラ薬局 入社 現在に至る

• 【資格】 プライマリ・ケア認定薬剤師、がん治療ネットワーク
シニアナビゲーター、スポーツファーマシスト、老年薬学会認定
薬剤師、簡易懸濁法認定薬剤師、大分県がん薬物療法認定薬剤師、
地域薬学ケア専門薬剤師（がん）



私の働いている薬局

• ２３０床の病院の門前の薬局です。

• １日の平均処方せん受付枚数は100枚前後

• 健康サポート薬局（平成29年8月～）

• 専門医療機関連携薬局（がん）（令和3年８月～）

• 地域連携薬局（令和３年11月～）

実家



本日の内容

• 地域包括ケアにおける薬局の機能と「薬剤師」の関わり

• 第４期がん基本対策計画における薬剤師の役割と可能性

• 在宅緩和ケアにおける連携の重要性

• おまけ～とある保険薬局の１年～



地域包括ケアにおける薬局の機能と
薬剤師の関わり



厚生労働省 地域における薬局・薬剤
師のあり方について



健康サポート薬局→健康増進支援薬局？





10







薬局機能情報提供制度

それぞれの薬局でな
にができるのか、患
者さんに合った探す

ことが可能



保険薬局の機能のさらなる充実

• 治療や在宅医療、緩和ケアにおける患者さんに寄り添う態勢は
整いつつある。

• 保険薬局の機能のさらなる充実のために地域住民へのがん検診
や予防における情報提供について薬局が行うことは有用

• がん検診や予防においては医師会、行政との連携が必須



地域連携薬局
専門医療機関連携薬局（がん）
として参加

糖尿病、リウマチ、がん領域において連携

別府市における重症化予防対策 ～別府市CKD対策での期待と課題
～：別府市保険年金課資料

別府市医師会より提供



地域包括ケアの中で「予
防」「医療」「共生」の
歯車を回す
ことができれば・・・
という希望
薬剤師として
「思いのかけら」を拾い
共有することが重要

病院薬

剤師

ケアマ

ネ・高齢

者施設

地域連携室（MSW）、

がん患者支援団体

訪問看護師

がんナビが
きっかけ

在宅が
きっかけ 保険薬局薬剤師

連携、
啓発活動に
は必須



第４期がん基本対策計画における
薬剤師の役割と可能性
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地域の中で住民へのチャンネルは意外に多い
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服薬指導 健康フェア、地域活動 教育 処方箋を持たない

患者さん
がんだけではなく投薬

のシーンで「薬以外」

の相談を受けることも

薬局で行う健康フェア

や老人会などでの講話

学校薬剤師、学校

から薬物乱用防止

授業の依頼、イン

ターンシップ

OTCや緊急避妊ピル

を求める患者さん



当薬局の地域特性

一世帯の年収
全国平均 503万円、大分県 444万円、大分市 474万円、別府市 406万円 
全国平均と比べても低く、大分県内でもワースト2、高齢者の1世帯主数も多い

社会的に「がんの予防・早期発見」
につながる啓発活動も必要



保険薬局に来られる患者さんの年齢層
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薬局の利用状況

週に1回 月に2~3回

月に1回 2~3カ月に1回

半年に1回より少ない 利用したことがない

中小企業基盤整備機構J-net 21 市場調査データ 調剤薬局より作図 調剤薬局の需要とサービスについての調
査：ゼネラルリサーチ



当薬局が行っていること

• がん診療連携拠点病院との
「顔の見える関係」

• 処方箋を持たない地域のがん
患者さんの相談

• がん患者さんの就労支援

• がん教育

• がん予防（検診、ワクチン）

がん等の専門的な薬学管理に関係
機関と連携して対応できる薬局

→プライバシーに配慮した構造

→連携できる環境

→フォローアップ

→医薬品供給の体制（小分けの実
績）

→地域に対しての情報提供体制
（健康フェアなど）



地域の「保険薬局」という情報のサテライト



保険薬局で情報を伝えるのは

• 薬剤師

• がん医療ネットワークナビゲーター

ただし、看板を出しているだけ
では患者さんには伝わらない



がん医療ネットワークナビゲーター

ネットワークナビゲーター
(1)地域におけるがん診療情報や医療サービス情報を収集する
(2)地域におけるがん診療情報や医療サービス情報を提供する
(3)地域のがん診療連携活動に参加する
(4)医療介入またはこれに相当する可能性のある行為は行わない

シニアナビゲーター
(1)地域におけるがん診療情報や医療サービス情報を収集する
(2)がん患者・家族等の求めに応じ、がん診療情報や医療サービス情報を適切に提供する
(3)地域連携クリティカルパスの運用支援を行う
(4)臨床試験・治験に関する情報を適切に提供する
(5)がん診療連携拠点病院の相談支援センターと連携し、地域のがん診療連携活動を推進する
(6)医療介入またはこれに相当する可能性のある行為は行わない

https://www.jsco.or.jp/certifiednavi/

がんに罹患した患者さんだけでなく予防や検診についての情報提供をすることが可能



がんナビの予防や検診に対する教育

日本癌治療学会 認定がん医療ネットワークナビゲーター育成制度のご案内 より一
部抜粋 http://www.cael.jp/networknavigator/



来局者が自身で手に取れる場所
の提供



きっかけは「がんナビ」そこから薬薬連携を活かして
病院薬剤師の先生方も巻き込んで活動



薬剤師は薬を作ってだすだけが
仕事ではない。

• 保険薬局は処方箋を持ってくる患者さんだけのものではな
い

• あらゆる健康の情報ステーションでもあるために

• 地域に根差した活動の中で医療職として活動するためにま
だまだ模索中です。

第一章 総則（薬剤師の任務）
第一条 薬剤師は、調剤、医薬品の供給その他薬事衛生をつかさどる
ことによつて、公衆衛生の向上及び増進に寄与し、もつて国民の健康

な生活を確保するものとする。



在宅緩和ケアにおける連携の重要性



保険薬局の状況

患者さんのお宅に伺ったり、健康
サポート薬局として地域の患者さ
んと過ごす中で薬物療法に「生
活」が関わってくることが多い。

在宅の状況に応じた薬剤について連携をとることで患者さん
の不安や疼痛コントロールに寄与することが可能です。



厚生労働省「患者の為の
薬局ビジョン参考資料」
https://www.mhlw.go.jp
/file/06-Seisakujouhou-
11120000-
Iyakushokuhinkyoku/sa
nkou_4.pdf

自宅で安全に療養・治療していただくために
多職種との連携がさらに必要と考えます。



職種間の連携ってなんだろう？

• それぞれ専門領域はありますが、在宅ではクロスオーバーす
ることも多々あると感じています。（資源不足において）

• 個人的には医療機器の確保は薬剤師の範疇内でもあるかな、
と感じていますが、職種によっては「踏み荒らす」と思われ
ることも少なくないかもしれません。

• 看護師さんが処方提案→薬剤師が動かないから？のこともあ
るかもしれません。

• 薬局薬剤師がなんで？と思われることがないように事情を説
明するように心がけています。



薬物療法の変化

• 細胞障害性抗がん剤

• 内分泌療法

• 分子標的薬

• 免疫チェックポイント阻害薬

• 経口抗がん剤の変化

• 医療用麻薬の種類の増加
専門性をもって継続的な関わりが必要



くすり栄養

家族

看護

介護

診断

お金

多職種の方々か
らの情報が薬物
療法に大きくか
かわること
を業務に携わる
中で年々強く感
じています。

様々な視点からみて、
「くすり」を改めて
考え直したり、情報
提供を行いたいと
思っています。



1人のダメな薬剤師

「薬剤師」全体がだめ。ではありませんので
ご理解ください！

小児在宅、２４時間対応を個人経営で行い疲弊し
ている薬剤師は多く存在します。



おわりに とある緩和ケアセミナーで
「あなたはどちらで過ごしたいですか？」

病院の天井？ おうちの天井？

病院のにおい おうちのにおい



「病院と全く同じ」は
厳しいけれど・・・

少しでも患者さんに安心し
ておうちで過ごしていただ
けるように薬薬連携、多職
種連携の中で専門性を発揮
できればと思います。



おまけ





地域からこぼれおちる患者さんをなくす
ために

• 薬剤師がそれそれの置かれた場所
でできることは多くあると感じて
います。
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ご清聴ありがとうござい
ました。



ありがとうございました

0 9 0 - 5 38 8- 084 3

m uh ik i0 610@hotm ai l . com
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